
学生と農家をつなぐ農業インターンシップの考案
〈モデル農家確立を目指して〉

鹿児島大学 農学部 食料生命科学科 3年 清栞梨

インターンシップ先の紹介

“キーワードから、新たな農業と生き方を考える”

「子育て支援」「女性活躍」「新規就農者育成」

スケジュール

１～９日間 →午前中：農作業 午後：課題解決活動（学生のみ）
最終日 →プレゼン発表

課題発見

➀ 学生との交流方法

② 人出不足
繁忙期（8～10月、2～3月）

③ 発信力
活動を知ってもらう必要がある

目指す将来像

Farmers Villa Ume が

・農業インターンシップのモデル農家になる

・志布志市の活性化に貢献できる

b.アンケートの実施
実施期間：令和4年９月４日～９月１３日（１０日間）
実施方法：LINE（グループ）での呼びかけ

→Googleアンケート

ターゲット：鹿児島大学・宮崎大学の農学部生産系

（理由～志布志へのアクセスが比較的容易で,農学部がある）

全回答数：23件
回答数：２０件

25%

75%

農業インターンで興味があることは？
回答数：23件

学生は農業インターンに

興味を持っている！！

c.パンフレットの作成 （課題③に対して）

インターンや就農者の集客に活用できる。

○工夫ポイント：実際の参加者の声を紹介する

【課題解決活動】 【課題解決案】

ｖ

Ⅰ.農業インターンシップの活性化

－インターンシップを通じて農家さんと学生が出会う場の提供をする

〈短期インターン〉

課題解決型 対象：就農を考えていない人

－農業を題材に学生の社会人基礎力向上が見込める

現場体験型 対象：農業に興味のある人

－農業の知識・スキル習得が見込める

農業関心の有無に関係ない！
参加者は農業で様々な学びを得られる！

◎両者にメリットがある

繁忙期の人出不足解消

学生ならではの意見を得られる

企業イメージの向上

従業員のスキルUP etc.

実際の農業の現場を知れる

想像と現場のギャップを知れる

農家の人との繋がり

業界理解・自己分析が深まる etc.

Ⅱ.新規就農支援の促進

－農業インターン＋その後のフォロー

農業インターンを充実化させることが

新規就農者獲得の1stステップに！

（課題➀、②、③に対して）

（課題➀、②に対して）

一緒に計画を考える

→資金調達、その後の研修・独立の将来像をつかめる

〈モチベーションの維持〉

〈見通しの不明確さの改善〉

➀遠隔での相談対応
直接会えない距離でも、農家さんと会える

②資金調達中のインターン計画

・長期の休みが取りにくくても、相談しやすい環境
・短期でも参加できる可能性がある

目的：資金調達中でも、農業をもっと身近にするため

背景

就農する上で資金が必要である

一般的に農業から離れ、資金調達し新規就農する

a.聞き取り調査

社長から、職場の現状や農業界の仕組みについて

従業員の方々から、職場の福利厚生などの感想・意見など

解答人数：6人（全従業員）

【お世話になった方々】

Farmers Villa Umeの皆様

ゲストハウス Drop inn Linkwellの皆様

受け入れとたくさんのご協力

本当にありがとうございました。

【インターンシップ振り返り】
○Instagramの活用方法を提案したことで、農作業の日常や活動が

盛んに発信されるようになっている。

○農作業体験と課題解決型のインターンが大いに結び付けられることを

経験し、プレゼンに活かせた。

△資金面に対する提案の弱さがあったと思う。

△3つのキーワードのうち1つしか解決案の提示ができなかった。

→更に視野を広げた活動が必要だった。

【インターンシップの学び】

・情報発信の重要性

投稿方法や更新頻度を改善した

→インターンシップ後、3か月でフォロワー数が53.3%増加

・農業インターンでは、社会人基礎力が高められる

→特に、チームで働く力

・役割分担の重要性

各自の得意分野を活かすことができる→ 情報共有の必要性

農家の中でも新たな農業インターンを開拓し実践していく
若者の新規就農者支援を可能にする

農業インターン参加生が、志布志に訪れ飲食店や宿泊施設を利用してくれる
農業を通して、志布志の自然に触れることができる

農業インターンシップのモデル農家になる

志布志市の地域活性化に貢献できる

パンフレット案イメージ

（冬春ピーマン）
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